
Google Earth （グーグルアース）での地形モデルの表示方法 

ダウンロードした地形モデルの「データ（KMZファイル）」を「Google Earth」で閲覧する方法を解
説します。なお、ここでは、確実に表示ができる「Google Earth pro」を使った方法を解説しています。 
解説は、 

１．Google Earth proのダウンロードとインストール（クリックで移動） 
２．Google Earth proに地形モデルを表示する方法（クリックで移動） 

の 2つの構成になっていますので、必要に応じてごらんください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．Google Earth proのダウンロードとインストール 
 
まず、検索エンジンで「グーグルアース（Google Earth）」を検索してください。 

 
  



検索後、グーグルアースのページを開いてください。 

 
 
 
 
 
グーグルアースのページが開いたら、上部の「Earth のバージョン」をクリックしてください。 

 
  



ページが変わったら、「Google Earth プロ（パソコン用）」をクリックしてください。 

 
 
 
 
 
ページが移動したら、「Earth プロ（パソコン用）をダウンロード」をクリックしてください。 

 
 
  



確認画面が出ますので下にある「同意してダウンロード」をクリックします。 

 
 
 
 
 
ダウンロードが開始しパソコンの保存先に保存されます。（保存先はパソコンの設定により異なります。） 

 
 
  



パソコンの保存先に下記のアイコンのデータがダウンロードされます。 
ダブルクリックするとインストールが始まりますので、画面の指示に従ってインストールしてください。 

 
 
 
 
インストールが完了すると、準備は完了です。 
デスクトップにショートカットが作成されます。 

 
  



２．Google Earth proに地形モデルを表示する方法 
GoogleEarth pro を起動します。 

 

 

起動画面 
 
 
 
Google earth が起動したら、左上の検索窓で「都筑区」を検索します。 

 

 
 
  



都筑区の全体が表示されます。 

 

 
 
 
 
ダウンロードした KMZファイルを用意します。（ファイルの場所はどこでも構いません。） 

 
  



KMZファイルを地図上にクリックアンドドロップします。 

 
 
 
 
 
地形モデルが Google earth 上に表示されます。 
（データが重いため、表示に時間がかかります。あまりに表示が遅い場合は、何度か試してください。） 

 

 
  



データの表示・非表示の切り替えは、左側の「場所」という欄の「保留」となっているチェックボック
スで切り替えができます。 

 

 
 
上側の太陽マークで日中の太陽光の調整ができます。午後 3時くらいに設定すると影が出るので地形が
見やすくなります。 

 

  



左下のレイヤの表示・非表示で見やすい内容に調整できます。 

 

 
 
 
 
表示内容は表示・非表示が可能ですので、いろいろと試してみてください。 

 

 


